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三菱油化株式会社向け

オフサイト出荷管理計算機制御システム
Computer ControISYStem for Conslgnment Of

Petroleum Products

ォ丁油危機以丸 子f油備蓄量増大策が推進されるに伴い,製油所などのオフサイト

設備の合理化の必要件が一f貨と高まってきた｡

昭和49年8H,二菱油化株式会社鹿方三尊i業所にて稼動に入ったオフサイト出荷皆

既汁算機制御システムは,このような背景のもとに,制御用小形電子計算機HIDIC

150を使用して完戌したものである｡

本システムは,タンク在樟管見 オンライン予約管現 存種出荷管理と制御,帳

票の作成及び本社L位電-‾r･計算機との公社回線を介してのオンラインリンケージな

どの機能により,出荷業務の合理化,省力化 情報管理のトータル システム化 設

備の有効利川とサービスの向上などを!実現している｡

ロ 緒 言

ホ油危機以来,石油備蓄量増大策が推進されるに伴い,製

油所,CTS(原油タンク其地)､油槽所(田r勺の配給某地)な

どのオフサイト設備の合理化の必要′作が▲一段と高まってきた｡〕

昭和49午8月,_二二菱油化株式会社鹿Jご‾た事業所にて稼動に人

ったオフサイト亡11荷管理計算機制御システムは,このような

作景のもとに,制御川小形竜一j7一計算機HIDIC150を使川し,

∴･菱油化株式会社と日立製作所の豊吉な技術を才.㌔に完成され

た:ものである｡

本システムは､原料･製品タンクの在庫管理,オンライン

予約方式と充実したマン マシン コミュニケーション

ムを有する出管管理,出荷設備の制御,帳票の作成,

ぴオンサイト計算機とのオンラインリアルタイムのり

ジなどの機能により,

(1)汁1荷姿頻の日動化による省力化と作業のj迅速化

(2)肺報管理の機1減化とトーータル システム化

(3).‡亡げ己管ユ理レベルの｢rり上と顧牛サーービスの｢r】j上

(4)設備の有効利用

などを実瑚一させたものである(-

以下,本システムの概要について述べる｡

システ

本社及

ンケー

臣l システム構成

三菱油化株∫(会社鹿島争業所のオフサイト設備は図1にホ

すように,J工人な敷地に内己置された原料放び製品タンク設備,

行幅人･出荷設備などで構成されている｡

J京料ナフサから精製された製品は,船出荷,パイプライン

山荷,タンクローリー一山荷,タンク車rl_1荷及びドラム山荷の

形態で山荷される｡

図2にオフサイト出荷計算機制御システムの構成を,また

図3に計器三三の内部をホす｡

田 寺幾 能

本システムの機能の主なものに予約′受付,出荷制御,在樺

管玉軋 各種帳票作成及び他計算機りンケージがある｡
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3.1 予約管理

計i軸件のある止確な出荷業務を遂行するためには,十分な

一千約管理を行なう必要がある｡

本システムでは,本社の上位電子計算機よりオンラインで

伝送される出荷データ(品梓,数鼠 届先など),又は電話,

テレックスなどで連絡されてきた出荷データに某づき作成し

た山荷計痢データ(州荷口,車番,出荷タンクなど)はカラー

Cathode Ray Tube(以下,CRTと略す)ディスプレイ装置

のけん盤,又は入･山カタイプライタよりキー人力される｡

これらの情報が予約デrタとして電子計算機で管理される｡

予約データは出荷業務のもととなるため,正確に管理するだ

けではなく予約のて至録,収消し,修正が簡単で迅速に行なえ

るようになっている必要がある｡本システムでは,カラーC

RTディ スプレイ装置を中心としたマン マシン コミュニケ

ーション システムにより実現し,大きな効果が認められたt)

‾jl約データには,1作ごとに子約No.が付けられ,‾jニ約フ

ァイルで当日出荷分と翌日出荷分として管⊥印されているし,ま

た二千約デーータにより､J11荷予定表,出荷指ホ子吉ニを汁りJするほ

か,時々刻々の州荷･状況表示などを行なう｡

3.2 出荷制御

.･l一輝りノ法を大別すると,町一コンビナーートの近接介業への

パイプ ライン出荷,バースより船で出荷する蔽卜汁1荷及びタ

ンクロmリー又はタンク車(i号車)での陸上出荷などがある｡

以下,各出荷業務の概要を述べる｡

(1)パイプ ライン山荷

パイプ ライン州荷は,同一コンビナmト内のタンク間の棺

送であり,上11荷量の管理は日単位で行なう積算輸送量により

行なわれる｡

(2)船及びタンク車(壬号卓)山荷

船及びタンク卓出荷は,通常1回の出荷時間が良く,定量

出荷であるため,出荷中のプロセスの状況を正確に把手擢し,

過充損など事故を未然に防ぐよう制御する｡

船又はタンク辛がバースあるいは充･頃場に到着したとき,

*∴菱油化株式仝什兜Iニュ事業所技術部共適5課課士主代理 **_三菱油化株式会社鹿出7享子某所托術郎共通5諜
***

口立与望作所大みか工場

****
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図Iオフサイト設備配置図 タンク,入･出荷設備を広大な敷地に機能的に配置Lている｡

オフサイト管王里用
川DIC150システム

計 装 機 器

上位電子計算機

注:⑳ 流量計
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図2 システム構成図 オフサイト出荷システムの概念が分かる｡
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三菱油化株式会社向けオフサイト出荷管理計算機制御システム 871

CRTよりオペレーション ガイドに従い,該当出荷作業の予

約No.出荷ライン,山荷量などを人力する｡電子計算機は介

理作チェックを行ない,OKの場合は山荷吋能なこ状態にする｡

この′状態でオペレ】タが～11荷開始ボタンを押すことにより,

電イ▲計算機は出荷ラインアップ シ∽ケンスに従って,ポンプ

起臥 バルブ開グ)制御を行なし-,以授流量計からの流呈イ妄言弓‾

を枯算,監視しながら指㍍品の自動出荷を行なう｡予約呈が

すべて山荷された時点でJil荷仏票の作成を行なうご〕

(3)タンクローリー出荷

タンクローリー出荷は他の汁1荷方法と異なり,ナt一捕f矧空が

高く,rl-ユ荷作業は不特定多数のタンクロⅥリーう聾恵子に任せ

る関係上,特に取り扱いの簡単化,出荷呈の正確な把瓶 安

全作などが要求されるため,カード キー システムを採用し

てし､る｡

出荷形態は.品椎によl)∴つに大別できるぅ〕一つはスチレ

ンモノマー,ビ唆化エチレンなどのように空車,実一車をトラリ

ク スケールで秤量し,出荷量を把j催する素量亡_11荷であり,他

芸㌫よふふ轡領ぷ本拠郷柑疲妙鄭

㍉㌔叫‰

図3 タンクヤード計器室のオフサイト出荷管理システム

ーCRTがマン マシン コミュニケーションの中心となっている｡
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叶何出量重力u

所取管

カラ

定 量 充填

注:

…･=･･･l出荷指示書

■■◆ローリーカード

→出荷伝票

走菜 充填

(b)容量出荷

図4 タンクローリー出荷の概要 定量出荷,重量出荷の概念が分か

る｡

タンクローリー運転手の処理

入 門

管理所にてローリーカード,

出荷指示書を受け取る｡

重量出荷か

YES

空車重量秤量準備とカード

セット

NO

電子計算機の処王里

予約チェックと空車重量測定

充 填 準 備

(アース,カード,積込量)

NO
準備状況チェックOKか

充嘩制御(歪ン墓甘ブり
YES

実車重量秤量準備とカード

セット

重量出荷か

管理所に出荷伝票出力

実車重量測定,算出

チェックOKか

NO

追加充填又は荷卸し
管理所に出荷伝票出力

管理所にローリーカード返却.
出荷伝票を受け取る｡

出 門

図5 タンクローリー出荷の処理フロー

転手と電子計算機の処壬里が分かる｡

タンクローリー出荷の運

こち転∴対

欝簸ぎj

T･j

図6 タンクローリー充填場 タンクローリー出荷場は,タンクローリ

ー遷幸云手が操作Lやすく,且つタンクローリーの出入に便利な構成となっている｡
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の一つはがソリンなどのように,一定量充填を行なう容量出

荷である｡図4に重量出荷と容量出荷の概念をそれぞれ示し,

図5にタンクローリー出荷の処理フローを,また図6にタン

クロⅥリー充填場の‥部を示す｡

3.3 在庫管理

タンクの在庫量は,予約′受付,操業計画などの基ヰ蓮となる

ため正確な把捉が必要である｡在庫量の検出は,各タンクに

鼎(タンク群)__Jl 癌一
電子計算磯の処理

1.レベル,温度データの取込み

2.在庫量の計算(図7(b)に

データのフローを示す)

3.在庫管理ファイルの更新

4.ディスプレイヘの表示,ロギ

ング タイプライタヘのタイプ

アウト

与 l

タイプライタ ピュアー

(a)在庫管理の概念図

設けられた液面計(ディジタル タンクゲージ)によF)行ない,

タンク形斗犬,比重,比丘度,圧力などから在庫量を計算する｡

在庫管理の概念を図7(a),(b)に示す｡

3.4 プロセス管理

オフサイト プロセス内のタンク間の移送量の管理,移送抽

の温度の把‡鼠 流量計の検定などプロセスニ状態の集中管】聖を

行ない,生産や販売に反映させる｡

タ
/

ク

■-- レベルデータ

液

票 容器形状

-■･温度データ

在 庫 品 種

ア

庄

在庫量(容量)

了比
(b)在庫量の計算

図7 在庫管理の概念図 タンクレベルと温度データを基に在庫量を計算L,時々刻々のタンク在庫量を

管王里Lている｡
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注:M=変復調装置

CJC=データ通信装置

ASR=万能入･出力装置

PTR=光電式紙テープ読取機

PTP=紙テープせん孔横

PI/0=プロセス入･出力装置

KSR=入･出力タイプライタ

M.T/W=メッセージタイプライタ

+.T/Wニロギングタイプライタ

P工/0

DISC

128K語

KSR

CRT

MT/W

しT/W

L･丁/W

CRT

M･T/W

MT/W

力州-ダトラック桝レ 液面計 涜量計 圧力計 温度計 ㌍=孟宗
図8 電子計算機ハードウェア構成図 電子計算機ハードウェア機器の構成が分かる｡
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三菱油化株式会社向けオフサイト出荷管‡里計算機制御システム 873

出荷予約管理
(RSCS)

出 荷制 御

(COCS)

出荷予約データ

(RSRVF)

在漆芸)理一
朗デ‾タ

(STORF)

プロセス管理データ
ーー プ蒜譜理-･･･(｡｡｡SF〉

図9 ソフトウェア構成図 ソフトウェアプログラムモジュールの構成が分かるD

3.5 各種帳票作成

汁蛸実績,プロセス管理デ【タなどを日報とLて集計編集

してタイプ アウトする｡

3.6 計算機リンケージ

本社の小突人形電子計算機を中心にト｢タル システムを構

成しているが,本システムはその1サブシステムとして,公

社L【-11線を介してオンラインリアルタイムのデータ通仁を行な

っており,各種経営肺報の･一九管‡里を行なってし､る｡

田 ハードウェア構成

本システムの計算機ハードウェア構成を図8にホすぐ)

(1)CPU HIDIC150:16K語

(2)【二■■享l延ヘッドディスクメモリ:128K.言行

(3)カラ…CRT けん盤什:2式

(4)ロギング タイプライタ:2子㌻

(5)メッセージ タイプライタ:3子音

(6)入･山カタイプライタ:1子丁

(7)紙テーープパンチ:17∠言

(8)プロセス入･ナ11力装置:

卯
畑
一
川
は
.
佃
叫
仙
岬

丁 イ ン

丁 イ ン

ノヾブレ ス､

アナロ

タル人力 208山

タルJ=‾ノJ176ノ∴】ニ

カウンタ人力 36点

グ人プJ152ノ∴く

外部1判込み 64点

システム コンソール:1而

リ レー ユニット:1面

コンソール タイプライタ(A S R):1子i

光電式紙テ【プ読挿そ機(PTR):1子i

分電頚琵:1面

コンピュータリンケ【ジ装置(CLC):2

B ソフトウェア構成

本システムのアプリケⅦションソフトウェア蛸成は,図9

に示すように業務内谷をベースに七つのモジュ肝ル構成とし,

HIDICプロセス モニタ システム(PMS)の管理のもとに,

オンラインリアルタイムで能率の良い多重処月旦を実行する｡

終モジュールは,

(1)出荷予約管理モジュ【ル

帳票作成

(RPGS)

マンマシン

コミュニケーション

(MMCS)

コンビ言言2ご㌻ジ●L

(2)州荷制御モジュ【ル

(3)イ硝i管理モジュール

(4)プロセス管理モジュ【ル

(5)帳票作成モジュール

(6)マン マシン コミュニケーション

日報データ

ロ ギ ン グ

タイプライタ

紙テープ

パンチ

ピュアー

キー

モジューーノレ

(7)コンピュータリンケーージ モジュール

であり,各モジューール間はデータ テーブルで結合させてい

る｡主なデー一夕 テ】ブルは,山荷予約データ,川荷実績デー

タ,f仁庫デーータ,プロセス管理デ【タなどであり,拡船附ニ

モニキんだ梢成としている｡以下,マン マシン コミュニケ‾シ

ョン モジュールとコンビュMタ リンケ∵ジ モジュー【ルにつ

いて述べる.-､

5.1 マン マシン コミュニケーション モジュール

マン マシン コミュニケ1--ション モノニr.--ルほ,1こシステ

ムグ)特徴の 一つである‥ カラーーCRTを小心に,48仰のファ

ンクション キー,テン キーー(TEN KEY),姓放ノi斗川こ.言+り一

♂う標畔キーをイrするけん召謹と,カラーCRrr柵｢l‾iを機能rl小一二

伸=JL,朴肘】てJなオへレーション か■イドができるようl仙占二し

てし､るリ CRTi11】iln=ま約30和紙〝)フす一マ･ソトをfl仁仰iLて才;

り,リクエストに対L3秒1山J､j(rり心才汁卜がある..･例ヒLて

C R Tによる jl約て茫紬〝)例を一i生べるこ､

圭ずフ丁ンクション キーーの｢j二約+をj‾Llトトヒ,CR｢rピー丁′-

アー_卜に図川にホす設定項口,ガイド マークの付いた【叫面が

表ホされる｡次に,｢讃込要求+リクエスト ボタンを押すと,

J】一之糾♂).iノ辻1ヒか､イドマニクの付ii引ニカーーソルかスキソフ■される･〉

必-･班J▼土r=卜をカーソルがコントローールきれる･とJjりに人力L,

仰∴i一どして(図11がこの.ときのIllli伽)｢j去イ.;一班求+りクエスト ボ

タンを州すことに.上り′一にJ′-‖ト音棚引二収りj生L′ち,†ナ廿1汁1三千エソ

クを什なう.ニノ エラーーのときはそのデータ祁を〃1ミ也に食えフリ

ッカさせる.)二の城√ナは.言女､【川‖l(7)‾‥L設1ヒが必喫である._∴j卜

Lく人ノJされた暢†=L土イ約フー7′イルにで至純される‥

iニ約がr組長される･とりクエストにより1丈l川l荷i二1Lよ,ニ汚!

l川畑f一丁1上表化びJ=イ冒H‾托1ミtl‡=をタイプアウトする｡

5.2 コンピュータ リンケージ モジュール

本システムは,トータル システムの1サブ システムとし

て本什(如上jりの卜什′.一にJ′一.汁ち'帥覧と公什l=偶ミを介Lて指紋Lて

いる‥†∠ミj去はコンテンションノノノ〔,200BPS,JIS
C6220コ
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図柑 CRT表示例(l) 予約設定オペレーションガイド表示例であり,栄部にインプットできるよう力■ソ

ル コントロールがなされる｡

図IICRT表示例(2) 予約設定インプット後の表示画面を示す｡

ードを使用し,ACK,NAK方式である｡誤I)制御は,垂

直･水平パリティ チェック,タイムアウト チェック,シン

タックス チェックなどを採用Lている｡

伝送データ フォーマットは,トータル システム内で統一

されており,システム区分,情報区分で区別し,データ長は

可変である｡

送･受信情報は,上位電子計算機から本システムヘは,出

荷予約データ,出荷取消し可否などを,また本システムから

上位電子計算機へは,出荷報告,在庫データ,予約取消し問

合せなどである｡

l司 結 言

以上 三菱油化株式会社鹿島事業所のオフサイト石油出荷

管理システムの概要について述べた｡

本システムは,制御用小形電子計算機(HIDIC150)で各種

形態の出荷管理を情報処理と入･出荷設備の制御を中心に,ト
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‾タル システムの1サブ システムとして出荷業務の合理化,

能率の向上を実現したものであり,設置以来順調に稼動して

いる｡

現在,本システムを基に,より広範囲のトータル システム

化が進められている｡

終わりに本システムの完成に絶大な御協力をいただいた関

係各位に対し,感謝の意を表わす次第である｡
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